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【
八
王
子
・
大
工
・
山
田
光

政
通
信
員
】
八
王
子
支
部
第
八

分
会
は
、
元
八
王
子
町
、
二
分

方
町
、
叶
谷
町
、
川
町
、
横
川

町
、
大
楽
寺
町

を
活
動
地
域
と

し
て
い
ま
す
。

所
属
人
数
は
1

6
9
人
で
、
仲

間
を
大
事
に
す
る
役
員
を
中
心

に
、
楽
し
く
組
合
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

分
会
で
一
番
大
き
な
行
事
は

「
住
宅
デ
ー
」で
す
。
分
会
長
の

会
社
敷
地
内
で
行
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
向
け
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
防
災
訓
練
（
人
命
救

助
訓
練
）
を
ユ
ニ
ッ
ク
車
を
使

用
し
て
行
な
い
ま
し
た
。
地
元

市
域
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
企
画

を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

役
員
と
組
合
員
の
交
流
を
深

め
る
企
画
と
し
て
、
年
2
回
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
。
毎

回
30
人
前
後
の
参
加
人
数
で
、

と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
全
員
に
賞
品
が
出

る
の
が
毎
回
の
楽
し
み
で
す
。

交
流
を
深
め
る
も
う
一
つ
の

企
画
が
忘
年
会
。
分
会
役
員
と

組
合
員
が
本
音

を
言
え
る
行
事

で
す
。
つ
ら
い

拡
大
行
動
も
、

明
る
い
組
合
員

の
お
か
げ
で
、
楽
し
い
拡
大
行

動
に
な
っ
て
い
ま
す
。春
一
番
、

春
の
拡
大
、
秋
の
拡
大
、
年
末

拡
大
と
行
動
日
が
と
て
も
多
い

の
で
す
が
、
仲
間
に
会
え
る
こ

と
が
楽
し
い
の
で
、
拡
大
セ
ン

タ
ー
に
集
合
し
て
し
ま
い
ま

す
。拡

大
行
動
で
分
会
役
員
が
先

頭
に
立
ち
、
組
合
員
訪
問
に
出

た
い
の
で
す
が
、
会
話
が
盛
り

上
が
り
、
な
か
な
か
分
会
セ
ン

タ
ー
を
出
ら
れ
な
い
の
が
悩
み

の
種
で
す
。
し
か
し
、
最
近
の

行
動
日
で
は
若
い
メ
ン
バ
ー
が

進
ん
で
組
合
員
訪
問
を
し
て
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
全
員
で
、
も
っ

と
楽
し
い
分
会
に
し
て
い
き
た

い
。
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

で
ガ
ン
バ
ロ
ー
。

【
ど
け
ん
共
済
会
発
】
自
転
車

に
よ
る
高
額
賠
償
事
故
の
増
加
を

受
け
て
、
東
京
都
は
2
0
2
0
年

4
月
1
日
か
ら
自
転
車
損
害
賠
償

保
険
等
の
加
入
を
義
務
化
す
る
条

例
を
施
行
し
ま
す
。

こ
の
間
の
自
転
車
に
よ
る
高
額

加
害
事
故
例
で
は
、
①
男
子
高
校

生
が
昼
間
の
時
間
帯
に
、
自
転
車

横
断
帯
の
か
な
り
手
前
の
歩
道
か

ら
車
道
を
斜
め
に
横
断
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
対
向
車
線
を
自
転
車
で

直
進
し
て
い
た
24
歳
の
男
性
会
社

員
に
衝
突
し
、
男
性
会
社
員
に
は

言
語
機
能
の
喪
失
な
ど
の
重
大
な

障
害
が
残
り
ま
し
た
。
こ
の
事
故

で
は
9
2
6
6
万
円
の
賠
償
が
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。
②
11
才
の
男
児

が
夜
、
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
な

い
道
路
に
お
い
て
歩
行
し
て
い
た

62
才
の
女
性
と
正
面
衝
突
し
、
そ

の
女
性
は
、
頭
の
骨
を
折
る
な
ど

し
、
意
識
が
戻
ら
な
い
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
事
故
で
は
、
保

護
者
で
あ
る
母
親
に
9
5
2
1
万

円
の
支
払
い
命
令
が
出
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
事
案
は
各
地
で
起

こ
っ
て
お
り
、
い
つ
、
誰
が
加
害

者
に
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い

状
況
で
す
。

家
族
含
め
、

年
４
５
０
０
円

東
京
都
は
、
東
京
都
内
で
自
転

車
を
利
用
す
る
人
（
都
内
を
自
転

車
で
通
行
す
る
人
も
）
や
保
護
者

に
、
自
転
車
等
損
害
賠
償
事
故
に

備
え
る
保
険
の
加
入
を
義
務
化
し

ま
す
。事
業
者
に
は
、自
転
車
通
勤

を
す
る
従
業
員
に
対
す
る
自
転
車

損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
の
有

無
の
確
認
、
確
認
が
で
き
な
い
と

き
の
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ

の
加
入
に
関
す
る
情
報
提
供
を
努

力
義
務
化
し
ま
す
。な
お
、業
務
中

の
自
転
車
利
用
は
個
人
賠
償
責
任

保
険
で
は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
事

業
者
が
事
業
用
の
賠
償
責
任
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
な
い

ま
ま
自
分
が
加
害
者
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
個
人
の
財
産
を
売

却
し
て
で
も
賠
償
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
自
分
が
被
害

者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
加

害
者
に
賠
償
す
る
能
力
が
無
け
れ

ば
、
泣
き
寝
入
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。
相

手
へ
の
賠
償
を
第
一
義
に
、
自
ら

の
身
を
守
る
た
め
に
自
転
車
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

東
京
土
建
の
自
転
車
保
険
は
、

年
間
掛
金
が
家
族
型
で
4
5
0
0

円
、
個
人
型
2
5
0
0
円
と
加
入

し
や
す
く
、
自
転
車
事
故
に
よ
る

補
償
の
ほ
か
、
自
転
車
以
外
の
交

通
事
故
に
も
対
応
し
た
保
険
で

す
。
他
社
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

通
院
補
償
も
あ
る
な
ど
、
補
償
内

容
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

第
三
者
へ
の「
賠
償
に
備
え
る
」

と
い
う
東
京
都
の
条
例
に
合
致
す

る
、
1
億
円
の
日
常
生
活
賠
償
補

償
も
付
い
て
い
ま
す
。

加
入
さ
れ
た
仲
間
に
は
、
家
族

も
含
め
て
い
つ
で
も
加
入
・
補
償

内
容
確
認
が
で
き
る
カ
ー
ド
の
配

布
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

春
の
拡
大
月
間
や
分
会
総
会
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
自
転
車
保

険
の
優
位
性
を
広
げ
、
社
員
や
そ

の
家
族
を
守
る
た
め
に
事
業
所
の

仲
間
に
も
勧
め
ま
し
ょ
う
。

【
豊
島
・
防
水
・
田
中
承
宏
通

信
員
】
1
月
19
日
に
麻
雀
Ｚ
Ｏ
Ｏ

池
袋
西
口
総
本
店
で
、
第
6
回
目

と
な
る
麻
雀
交
流
大
会
を
開
催
。

20
代
か
ら
70
代
の
組
合
員
16
人
が

楽
し
く
卓
を
囲
み
、
交
流
し
ま
し

た
。初

心
者
講
習
は
、
渡
辺
洋
香
プ

ロ
を
招
き
、
わ
か
り
や
す
く
楽
し

い
講
習
に
。
参
加
者
か
ら
は
「
難

し
い
け
ど
わ
か
っ
た
ら
面
白
そ

う
」
「
早
く
役
を
覚
え
て
実
践
を

や
っ
て
み
た
い
」
と
の
感
想
が
あ

り
、
好
評
で
し
た
。

一
般
卓
で
は
開
始
と
同
時
に
真

剣
モ
ー
ド
。
跳
満
賞
（
ク
オ
カ
ー

ド
）
が
連
発
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
予
選

の
上
位
3
人
と
渡
辺
プ
ロ
の
4
人

で
対
局
を
行
な
い
ま
し
た
。
結
果

は
渡
辺
プ
ロ
が
圧
勝
。
後
ろ
で
見

て
い
た
参
加
者
も
あ
ま
り
の
強
さ

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
定

期
的
に
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

1
月
12
日
、
西
多
摩
支
部
は
支

部
会
館
で
「
鉾
杉
5
0
0
号
、
武

蔵
野
の
森
2
0
0
号
、
一
本
杉
2

0
0
号
の
記
念
祝
賀
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
歴
代
教
宣
部
長
を
は

じ
め
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
の
山
口
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
髙
山
教
宣
部

長
が
機
関
紙
発
行
継
続
へ
、
力
強

く
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

初
代
教
宣
部
長
の
船
戸
さ
ん
の

音
頭
で
乾
杯
し
、
そ
の
後
、
鉾
杉

5
0
0
号
の
あ
ゆ
み
を
上
映
。

表
彰
式
で
は
全
建
総
連
か
ら
贈

ら
れ
た
鉾
杉
5
0
0
号
の
表
彰
状

が
髙
山
教
宣
部
長
へ
授
与
さ
れ
、

羽
村
第
3
分
会
と
羽
村
第
5
分
会

に
は
支
部
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
。

市
川
さ
ん
（
羽
村
第
3
・
一
本
杉

担
当
）
と
丹
野
さ
ん
（
羽
村
第
5

・
武
蔵
野
の
森
担
当
）
が
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

歴
代
教
宣
部
長
か
ら
は
、
10
代

目
の
岩
崎
さ
ん
と
12
代
目
の
原
島

さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
ま
た
元
書
記

の
船
越
さ
ん
が
教
宣
部
を
担
当
し

た
時
の
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

求

人

東京都発行の周知用ポスター

自転車保険

高
額
賠
償
事
故
の
増
加
受
け

住宅デーは一番大きな行事

２２

名物分会名物分会

都
が
加
入
を
義
務
化
へ

ファイルファイル

八
王
子
支
部
第
八
分
会

会
話
弾
み
足
出
な
い
ほ
ど

明
る
く
楽
し
い
仲
間
達

「鉾杉」５００号を祝う

跳
満
賞
連
発
の
麻
雀
大
会

羽村３、５も２００号到達

豊島

上原本部教宣部長から表彰される
髙山支部教宣部長（左）

渡
辺
プ
ロ
の
講
習
も

年2回開催するボウリング大会は大盛況

初心者を指導する渡辺プロ（左）

西
多
摩


